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 ★トップニュース★ 

大和ハウス工業（株）が稲武地区ラベンダー畑で社会貢献 

7 月 16 日（水）～18 日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回プラチナ大賞 豊田市の自治モデルが優秀賞 

 

 

第２回プラチナ大賞 豊田市の自治モデルが優秀賞に 

 

 先進国の問題解決のため、未来のあるべき社会像を描いた行政や企業の先進的な取り組みを表彰する「第２回プラチナ大賞」。

豊田市の《「自立×つながり」でシニア世代を地域の担い手に！「ミライのフツー」な自治モデル》が優秀賞を受賞しました。 

  

 地域のことは地域で、地域だけではできないことは、いなかとまちがつながって、そんな住民主体の活動が豊田市では広がっ

ています。地域課題の解決のために中心となって活躍するのは定年退職後のシニア世代。 

 住民から委員を選出する地域会議で地域の課題を話し合い、事業を展開するシステムや、都市と農村をつないで双方の課題解
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稲武地区桑原町にてセンターのコーディネートにより、大和ハウ

ス工業㈱の社会貢献活動としてラベンダー畑の手入れが行われまし

た。これはセンターが発足以来取り組んできた「山里交流バンク事

業」（農山村で耕作放棄地などの問題で困っている集落と社会貢献を

したい企業・団体とのマッチング）の成果の一つです。 

道の駅「どんぐりの里いなぶ」に程近いラベンダー畑は、耕作放

棄地を地元住民が 3 年前に整備し管理してきましたが、過疎化で人

手が足りず、センターが社会貢献を希望する大和ハウス工業㈱に働

きかけ実現しました。 

午前中にラベンダー畑で枝切り、草取りなどの作業をした後、ど

んぐり工房に移動し五平餅手作り体験、ラベンダーサシェ（小袋）

作りを体験されました。 

従業員の方からは「豊田にこんな田舎があるとは思わなかった」

「ラベンダーの香りに癒される」「五平餅がとても美味しい」などの

感想があり、作業をされながら稲武の魅力を発見されたようです。

地域の方と従業員が言葉を交わしている場面も何度も見られまし

た。 

企業と地域の「人」を結び、双方の課題を解決していく山里交流

バンク事業が今回を皮切りにもっと広がっていくよう、センターも

尽力していきます。 
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決に取り組む「おいでん・さんそんセンター」の活動も紹介されました。 

 いずれも主にシニア世代が担い手となっていて、生きがいや健康増進が期待できることや、医療費など社会コストの増大防止

など、地域の課題解決につながる点が評価されたということです。 

 センターの交流事業をはじめ、農山村では、シニア世代の方々が活躍している場が多く、みなさん生き生きとされています。

若い世代や子どもたちも、その姿から学ぶことがたくさんあります。 

 「地域のことは地域で、地域だけでできないことは、いなかとまちがつながって。」まさにそのお手伝い・コーディネートが

センターの役割です。いなかとまちそれぞれの声を聞き、ご縁や交流をつなげていけるよう取り組んでいきたいと思います。 

★活動報告★ 

  第 3 回豊森なりわい塾 第 3 回講座「食と農を考える」 

7 月 20 日（日）  

 

 

 

トヨタ生協組合員が、稲武地区で『とうもろこし狩り＆川遊び体験  

8 月 2 日（土） 

おいでん・さんそんセンターのコーディネート事業で、トヨタ 

生協の組合員 161 名が稲武地区で『とうもろこし狩り＆川遊び

体験を行いました。 

地元の方のとうもろこし畑で 1 人１本とうもろこしを収穫し、

その後大野瀬自治区の川沿いで茹でてもらいました。地元の皆さ

んが五平餅とあまごを焼いてくださり、それも一緒に食べました。 

お腹が満たされた後は川遊び。子供たちは大はしゃぎ。そしてお

父さんが石切り（石投げ）をしているところを子供に見せたりと、

大人も楽しんでいたようです。 

 岡崎から参加された女性は「安いし、楽しそうだったので参加

しました。稲武には初めて来ましたが、また参加したいです。」また、小学 4 年生の息子さんは「とうもろこし狩りが楽しかっ

た。川の水がきれいだった。」と満足げにおっしゃっていました。参加者の皆さんは、この体験を通じて稲武をより身近に感じ

られたようです。 

第 3 回豊森なりわい塾 2 日目「食と農を考える」にオブ

ザーバー参加しました。 

民族文化映像研究所のドキュメンタリー映画「椿山～焼畑

に生きる～」の鑑賞後、野菜茶業研究所の篠原信さんのレク

チャーを受講しました。 

「椿山」には、四国の最高峰石鎚山の南方の標高 700ｍを

超える急な斜面に張り付くように暮らす戸数 30戸の集落で

連綿と続けられてきた焼畑農業が描かれていました。その後

の篠原さんの講座は、食糧・エネルギー・貿易などの視点か

ら農業についてのレクチャーでした。最後に塾生で一日の内

容について振り返り、いつもながらの濃い内容の講座となり

ました。 
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■日  時：7 月 13 日（日）～11 月 30 日（日）11:00～ 

■場所：野原川観光センター（豊田市野原町石橋 14-1） 

■参加費：大人 2,200 円、小人 1,900 円 

■料理：生しいたけ（食べ放題）・マス・ウィンナー・野菜 

    ご飯・漬物 

■申込み・問合せ：野原川観光センター 

          TEL：0565-90-3414 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

                                    

                                   

  

 

 

 

 

 

 

稲武ブルーベリー狩り 

しいたけ食べ放題 

オープン 

 

下山ブルーベリー狩り 

今までとは違う世界が見えてくる?! 

ツリークライミング 

14 種類のブルーベリーを栽培しており、自由に散策していただ

きながら、好きなだけ摘み取って召し上がっていただけます。 

■日時：2014 年 8 月 1 日（金）～9 月 30 日（火）9:00～17:00

（受付 16:00 まで） 

■場所：ブルーベリーのこみち（豊田市野入町宮ノ前後１－5） 

■参加費：大人（中学生以上）1,500 円、小人 800 円 

      ※時間制限なしの食べ放題。 

      大人のみ 1 パック摘み取りお持ち帰りできます。

その他のお持ち帰りは別料金となります。 

■申込み・問合せ：お電話またはホームページよりご予約くだ

さい。 

ブルーベリーのこみち 

          TEL：0565-82-3365 

URL:http://www.komichi-inabu.jp/top.html 

下山ブルーベリー農園には完全無農薬、有機栽培で育てた約

3,000 本、20 種類のブルーベリーがあり、とれたての弾ける

ような美味しさを思う存分味わっていただけます。 

■日時：7 月 12 日（土）～8 月 31 日（日）10:00～17:00

（受付 16:00 まで） 

■場所：下山ブルーベリー農園（豊田市和合町田螺池 245－1） 

■参加費：大人 1,000 円（食べ放題、60 分）、小人（小学生

以下）500 円 

     ※15 名以上の団体は入園料 700 円 

■その他：○ブルーベリージャム教室（要予約） 

随時開催（先着 15 名）、参加費 800 円  

     ○バーベキューコーナー（要予約） 

    【利用料】大人 600 円、小人（小学生以下）300 円 

           炭(3kg)700 円 

      ※食材は各自でご用意ください。 

     ○ビオトープ公園 

      【入園料】大人 300 円、小人無料 

■申込み・問合せ：下山ブルーベリー農園（定休日：月曜） 

         TEL・FAX：0565-91-1255 

あすけやしきの夏休み 

■日 時：７月１９日(土)～８月３１日（日）9：00～17：00 

■場 所：三州足助屋敷  ※木曜日休館 お盆中は営業 

■内 容：昔ながらの暮らしや手仕事を体験・見学できる。 

 通常の体験に加え、夏休み限定の体験メニューがたくさん！ 

 うちわ作り、水鉄砲、綿のアクセサリー作り、藍の生葉染め、

親子で作る流しそうめん用竹とい作りなど。流しそうめんな

ど、イベントもあります。限定の飲食メニューも。 

今年の夏は、こども入館無料！ 

（大人は入館料３００円） 

■問合せ：三州足助屋敷 

  ℡ 0565-62-1188  

 

 

松平郷 月見の会 

■日時：9 月 6 日（土）（開場 18:00 開演 19:00） 

■場所：高月院（豊田市松平町寒ヶ入４４） 

■参加費：1,500 円（食事・お茶付き） 

     ※先着 150 名 要予約  

■申込み・問合せ：松平観光協会 

         TEL/FAX:0565-77-8089 

                  Mail:matsudairakankou@hm.aitai.ne.jp 

※チケット販売時期については、松平観光協会ＨＰに随時掲載 

松平観光協会ＨＰ：http://www.matsudaira-sato.com 
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おいでん・さんそんセンター 

〒４４４－２４２４ 

豊田市足助町宮ノ後 26-2 （足助支所内２階） 

TEL ０５６５－６２－０６10（直通） 

FAX ０５６５－６２－０６１４ 

Eｍail  sanson-center@city.toyota.aichi.jp 

http://www.oiden-sanson.com 

 

 

★センター及び関係団体のイベントスケジュール★ 

●green maman 朝市  日時：９月９日（火）10：00～12：00 

場所：守綱寺（豊田市寺部町 2-27）※タキソウ家具での朝市は、8 月と 9 月はお休みです。 

●小原夏まつり・花火大会 日時：8 月 15 日（金）18:30～21:00 場所：小原ふれあい公園 

●小渡天王祭・奥矢作温泉郷花火大会 in あさひ 日時：8 月 15 日（金）◆御輿◆松明行列◆燈籠流し 17:30～ 

                                  ◆花火大会 20:15～21:00 

場所：智教院、JA あいち豊田旭支店前矢作川河川敷 

●稲武まつり 日時：8 月 15 日（金）、16 日（土）場所：15 日…宵祭り/稲武中学校グラウンド  

16 日…マス釣り大会/7:00～11:00 名倉川 

●足助夏まつり 日時：8 月 2 日（土）～15 日（金） 

        内容：○足助川万灯まつり 日時：8 月 13 日（水）、14 日（木）18:00～21:30 場所：足助川遊歩道一帯 

           ○花火大会 日時：8 月 14 日（木）少雨決行 20:30～21:15 場所：足助の古い町並み 

           ○たんころりんの夕涼み 日時：8 月 2 日（土）～8 月 15 日(金) 日没～21:00 場所：足助の古い町並み 

           ○地蔵まつり・灯篭流し 日時：8 月 15 日（金）日没～21:00 場所：香嵐渓・巴川河畔 

●香恋の里しもやま夏祭り 日時：8 月 13 日（水）、14 日（木）18:00～21：00 場所：下山運動場 

●芳友町「万燈まつり」 日時：8 月 14 日（木）、15 日（金）日没～20:00 頃 場所：豊田市石野地区芳友町公民館周辺 

 

おいでん・さんそんセンターを支える仲間たち  No.10. 

センター長    鈴木辰吉 

コーディネートスタッフ 西田又紀二（ゆきじ） 

小黒敦子、木浦幸加、中村明日香（都市農担当） 

 

 green maman 

 2007年6月に環境活動家 田中優氏の講演会を開催した事がgreen maman

の活動の始まりです。メンバーの 4 人は幼児から高校生の子を持つ母。 

母として「戦争のない、平和な社会であって欲しい」と願い、主に環境・平和・

暮らしの情報発信をしています。 

８年目になる月２回の朝市開催（寺部町・守綱寺、タキソウ家具本店）では、

豊田市の農家さん以外にも、地産地食、ノンアレルゲン、フェアトレード、

handmade の雑貨などが並び、幼児連れのお母さん達と生産者の方の交流の場

にもなっています。現在は地元スーパーに「gree n maman のおすすめコーナー」 

ができ、ママンセレクトの品が並んでいます。また無農薬野菜・無添加のおかず

のお店「ママンズ キッチン ことり」のコンセプト作りに参加したりもしてい

ます。「暮らしの寺子屋塾」では、持続可能な社会をつくる為に様々なワークショ

ップなどを開催してきました。冬期には「maman の台所」として味噌仕込み、

保存食作り、野菜や雑穀の料理教室などを開催し、毎回たくさんの親子連れが参

加してくださっています。 

そして 4 年前から足助で始めた無農薬・無化学肥料の米作り。今年からは（農）

みどりの里さんとコラボし「自然農の田んぼをやろう」ということで募集し、新

たに８組の方と米作りに励んでいます。ゆっくりではありますが、green maman

は多くのお母さんたちと共に、明るい未来が築いていけたらと願っています。 

〒471-0013 

豊田市高上 2-24-13 

TEL&FAX：0565-89-1186 

Blog: http://ameblo.jp/green-maman/ 

e-mail:ukackey@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

おいでん・さんそんセンターは、都市と農山村の交流をコーディネートする豊田市の取組です。 

 

川遊びシーズンですね！山村には素敵な川が

いっぱいありますよ～ 

mailto:sanson-center@city.toyota.aichi.jp

